
A
r
t
の
有
賀
長
雄
に
よ
る
訳
稿
が
『
東
亜
美
術
史
網
』

氏
記
念
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

と
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ

⑥

日
本
画
科
の
改
革

明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
九
日
、
日
本
画
科
で
は
教
授
の
荒
木
寛
畝
と
下
村

観
山
が
辞
職
し
、
小
堀
鞘
音
が
教
授
に
、
松
岡
映
丘
が
助
教
に
な
り
、
次
い
で

九
月
十
六
日
付
で
福
井
江
亭
が
教
授
と
な
っ
た
。
靭
音
は
か
つ
て
日
本
青
年
絵

画
協
会
や
日
本
絵
画
協
会
で
活
躍
し
、
本
校
助
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十
一
年

辞
職
し
て
日
本
美
術
院
に
加
わ
っ
た
が
暫
く
し
て
院
を
離
れ
、
こ
の
当
時
は
日

本
美
術
協
会
で
活
躍
し
て
い
た
。
歴
史
画
を
本
領
と
し
、
有
職
故
実
に
精
通
し

て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
江
亭
は
川
端
玉
章
門
下
。
日
本
青
年
絵
画
協

会
、
日
本
絵
画
協
会
、
日
本
画
会
、
元
声
会
な
ど
に
加
わ
っ
て
作
家
活
動
を
続

け
、
三
十
六
年
以
降
愛
知
県
立
工
業
学
校
教
諭
の
職
に
あ
っ
た
。
玉
章
の
信
任

厚
く
、
病
気
勝
ち
の
玉
章
を
助
け
る
と
い
う
条
件
で
起
用
さ
れ
た
。
映
丘
は
本

校
日
本
画
科
の
卒
業
生
。
鞘
音
に
師
事
し
、
大
和
絵
復
興
を
め
ざ
し
て
研
鑽
を

続
け
て
い
た
。
な
お
、
そ
れ
ま
で
日
本
画
科
の
助
教
授
で
あ
っ
た
鶴
田
機
水
は

こ
れ
よ
り
図
画
師
範
科
の
日
本
画
担
任
と
な
っ
た
。

教
授
陣
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
正
木
校
長
は
同
科
の
教
育
方
法
を
改
正
し
た
。

そ
の
概
要
は
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
（
似
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
附
記
す

れ
ば
、
こ
の
改
革
で
一
応
流
派
別
教
室
制
度
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
で
き
、
生

徒
は
一
年
生
か
ら
研
究
生
に
至
る
ま
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
教
室
に
所
属
し
て

一
貫
性
の
あ
る
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
教
室
（
玉
章
、
江
亭
）
四
条
派
を
主
体
と
す
る
。

第
二
教
室
（
広
業
、
素
明
）
狩
野
派
を
主
体
と
す
る
。

第
三
教
室
（
柄
音
、
映
丘
）
土
佐
派
を
主
体
と
す
る
。

そ
し
て
、
直
ち
に
教
室
分
け
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
第
一
教
室
十
七

名
、
第
二
教
室
五
十
二
名
、
第
三
教
室
三
十
七
名
と
な
っ
た
。
第
二
教
室
に
人

気
が
集
ま
っ
た
の
は
担
任
教
師
の
画
壇
で
の
活
躍
振
り
が
反
映
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
の
ち
に
文
展
で
映
丘
の
華
々

し
い
活
躍
が
始
ま
る
と
、
生
徒
は
素
明
派
と

映
丘
派
に
分
か
れ
て
勉
強
に
競
争
心
を
燃
や
す
こ
と
に
な
る
。

退
職
し
た
教
授
の
う
ち
、
寛
畝
は
す
で
に
以
前
か
ら
日
本
画
科
で
は
顧
問
格

に
退
い
て
い
た
が
、
観
山
の
場
合
は
辞
任
の
背
景
が
や
や
複
雑
で
あ
っ
た
。
彼

の
所
属
す
る
日
本
美
術
院
は
、
急
先
鋒
の
横
山
大
観
や
菱
田
春
草
ら
の
い
わ
ゆ

る
朦
朧
体
の
画
風
が
悪
評
を
蒙
っ
た
こ
と
や
、
他
の
有
力
会
員
が
次
第
に
院
を

離
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
明
治
三
十
六
年
頃
か
ら
急
速
に
衰
微
し
、
数
々
の

名
作
を
生
ん
だ
日
本
美
術
院

・
日
本
絵
画
協
会
聯
合
絵
画
共
進
会
も
同
年
十
月

の
第
十
五
回
を
最
後
に
廃
止
と
な
っ
た
。
院
の
統
卒
者
で
あ
る
岡
倉
覚
三
は
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
顧
問
と
な
っ
て
（
三
十
七
年
）
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
そ
の
間
に
院
は
負
債
を
重
ね
て
経
営
難
に
陥
っ
た
。
三
十
七
年
に
は

機
関
誌
『
日
本
美
術
』
に
編
集
者
の
塩
田
力
蔵
が
院
の
内
幕
を
暴
露
し
た
「
嗚

呼
日
本
醜
術
院
」
を
掲
げ
、
次
い
で
三
十
八
年
八
月
、
同
誌
第
七
十
九
号
発
行

後
、
そ
の
発
行
権
も
塩
田
個
人
に
譲
渡
さ
れ
た
（
そ
の
後
原
安
民
の
日
本
美
術
社

が
継
続
発
行
）
。
院
は
全
く
空
虚
に
等
し
い
も
の
と
な
り
、
た
だ
月
例
研
究
会
で

あ
る
二
十
日
会
の
み
が
細
々
と
活
動
を
続
け
る
（
三
十
九
年
五
月
ま
で
。）
と
い
っ

た
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
岡
倉
は
体
制
立
て
直
し
の
た
め
三
十
九
年
に
院
の

規
程
を
改
め
、
院
を
第
一
部
（
当
分
東
京
に
置
く
。
幹
理
横
山
大
観
）
と
第
二
部

（
奈
良
東
大
寺
勧
学
院
内
。
主
幹
新
納
忠
之
介
）
と
し
、
自
ら
は
あ
ら
た
め
て
院
の
主

幹
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
自
分
の
別
荘
の
あ
る
茨
城
県
の
五
浦
に
院
を
移
転

第 2章 制度改革期 436 



さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
十
一
月
に
大
観
、
春

草
、

木

村

武

山
と
と
も
に
観
山
も
ま
た
家
族
を
連
れ
て
五
浦
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。

当
時

の
五
浦
は
風
光
明
妍
と
は
い
え
極
め
て
交
通
の
便
の
悪
い
辺
榔
な
場
所
で
あ
っ

た
。
観
山
が
こ
こ
と
本
校
を
往
き
来
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
『
美
術
新
報
』
（
第
五
巻
第
十
七
号
。
明
治
三
十
九
年
十
一
月
二
十
日
）

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

時
言

美
術
學
校
と
下
村
観
山
氏

日
本
美
術
院
は
常
陸
五
浦
に
引
移
り
、
院
の
人
々
皆
亦
十

一
月
九
日
を
以

て
出
稜
せ
り
、
而
し
て
其
人
々
は
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
下
村
観
山
、

木

村
武
山
の
諸
氏
と
註
せ
ら
る
。
下
村
観
山
氏
の
常
陸
行
に
就
て
世
に
紛
々
の

取
沙
汰
を
生
み
美
術
學
校
封
下
村
観
山
氏
事
件
は
少
く
も
世
人
の
聴
を
驚
か

せ
り
。
吾
人
は
絃
に
其
取
沙
汰
の
一
々
を
紹
介
す
る
の
愚
な
る
を
信
じ
、
而

し
て
少
く
も
其
員
相
を
稜
表
す
る
の
要
あ
る
を
想
ひ
柳
か
員
相
と
信
ず
べ
き

も
の
を
記
す
可
し
。

下
村
観
山
氏
は
美
術
學
校
数
授
よ
り
し
て
、
文
部
省
留
學
生
と
し
て
海
外

に
遊
ぶ
こ
と
年
あ
り
、
而
し
て
蹄
来
美
術
學
校
に
出
で
ざ
る
こ
と
久
し
く
、

病
の
故
に
し
て
月
餘
の
静
養
の
後
、
少
時
赦
壇
に
立
ち
し
以
来
、
復
た
昨
今

迄
其
顔
を
赦
場
に
見
ざ
る
に
及
べ
り
。

此
の
間
に
於
て
美
術
院
の
改
革
は
行
は
れ
た
り
。
従
来
因
緑
深
か
り
し
も

の
と
絶
つ
て
、
岡
倉
覺
三
氏
の
下
に
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
下
村
観
山
、

木
村
武
山
の
諸
氏
を
合
せ
て
、
常
陸
に
移
る
こ
と
4

な
れ
り
。
観
山
氏
美
術

學
校
に
教
授
と
し
て
、
叉
二
分
科
教
授
新
組
織
．
〔
明
治
三
十
九
年
九
月
下
村

観
山
主
任
の
新
館
教
室
と
寺
崎
広
業
主
任
の
本
館
教
室
に
日
本
画
科
を
二
分

し
た
こ
と
。〕

に
嘗
り
て
主
任
た
る
の
責
あ
る
の
傍
ら
、

其

名

を

美

術

院

〔
マ
マ

〕

に
列
し
て
常
陸
に
赴
か
ん
と
し
、
而
し
て
學
校
に
出
で
ざ
こ
と
月
あ
り
。

校
長
〔正
木
直
彦
〕
乃
ち
観
山
氏
に
其
の
進
退
の
明
白
を
迫
る
、
諮
誼
し
て

答
へ
ず
。
進
ん
で
美
術
學
校
に
盤
す
の
義
務
は
其
留
學
生
を
終
て
蹄
り
し
に

て
更
ら
に
重
き
を
増
せ
り
、
然
も
其
義
務
の
遂
行
は
欠
勤
張
久
の
為
に
破
ら

る
、
然
ら
ば
潔
く
退
く
可
き
か
、
は
た
進
ん
で
大
に
力
を
致
す
可
き
か
、
ニ

者
の
内
一
を
選
べ
よ
と
は
此
際
の
提
供
な
り
し
が
如
し
。
而
し
て
遂
に
決
せ

ず。
然
る
に
美
術
院
送
別
會
は
十

一
月
七
日
を
以
て
梅
川
棲
に
開
か
れ
ん
と

し
、
観
山
氏
被
送
の
一
に
名
を
列
す
。
校
長
乃
ち
事
の
解
決
せ
ら
れ
ざ
る
に

先
ち
此
送
別
の
宴
に
臨
む
、
事
の
宜
し
き
を
得
ざ
る
も
の
な
る
可
し
と
の
旨

を
傾
ふ
、
観
山
氏
遂
に
此
宴
に
臨
ま
ざ
り
き
。

然
る
に
次
で
九
日
出
登
の
時
に
於
て
遂
に
大
観
、
春
草
、
武
山
の
諸
氏
と

共
に
行
を
一
に
し
、
常
陸
に
あ
る
こ
と
敷
日
。

此
間
如
何
の
交
渉
あ
り
し
か
、
観
山
氏
は
東
京
に
蹄
り
て
、
十

一
月
十
二

三
日
頃
よ
り
美
術
學
校
に
出
で
4
教
授
に
従
へ
り
。

人
偕
へ
て
曰
く
、
今
後
観
山
氏
は
常
陸
に

一
週
間
、
東
京
に

一
週
間
、
美

術
院
と
美
術
學
校
と
の
掛
持
ち
を
な
す
こ
と
に
於
て
萬
事
落
着
し
た
り
と
。

事
は
是
に
於
て
解
決
し
た
る
も
の
な
る
可
し
今
後
の
如
何
は
今
敢
て
問

ふ
の
要
な
か
る
可
し
。
要
は
遂
に
黒
白
を
分
た
ず
、
二
者
兼
併
の
結
果
に
至

り
し
こ
と
を
告
白
す
る
に
あ
る
可
し
。

冷
静
に
観
ず
れ
ば
、
是
れ
只
だ
観
山
氏
一
人
の
進
退
の
み
、
世
に
傭
ふ
る

が
如
き
事
々
し
く
紳
紐
的
に
云
為
す
る
の
必
要
な
し
。
然
れ
ど
も
其
間
の
消
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〔明
治
四
十
一
年
〕
三
月
五
日

〔
伸
顕
〕
文
郡
大
臣
を
訪
ひ

に
辟
意
あ
る
旨
を
告
け
後
任
に
付
き
協
議
を
な
せ
り

三
月
二
十
三
日
〔
中
略
〕
下
村
観
山
氏
に
岡
倉
覺
三
氏
渡
米
〔
前
年
十
一
月

の
渡
米
を
さ
す
か
〕
の
際
余
に
内
談
し
た
る
こ
と
あ
る
を
以
て
辞
表
呈
出

の
こ
と
を
口
逹
す

四
月
二
日
木
曜
日
曇
午
後
文
部
大
臣
よ
り
出
省
す
へ
き
よ
う
申
越
し

た
れ
は
出
行
き
け
る
に
荒
木
下
村
雨
数
授
辞
職
に
付
後
任
と
し
て
竹
内

文
部
省
に
牧
野

〔中
略
〕
自
分
よ
り
は
荒
木

下
村
雨
教
授

木
曜
日

曇

出
勤

息
に
何
等
か
の
暗
雲
紬
を
出
づ
る
も
の
な
き
や
、
今
趨
か
に
之
を
確
知
す
べ

か
ら
ず
、
只
だ
他
日
に
侯
た
ん
の
み
。

こ
の
記
事
は
欠
勤
の
多
い
観
山
が
さ
ら
に
五
浦
へ
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
教
務
上
問
題
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
旦

は

五
浦
と
本
校
を
一
週
間
ず
つ
交
互
に
掛
持
ち
す
る
こ
と
に
結
着
し
た
様
子
で
あ

る
が
、
四
十

一
年
入
学
の
川
路
柳
虹
が
「
〔観
山
は
〕
新
館
の
主
任
な
る
に
か

4

は
ら
ず
営
時
殆
ん
ど
學
校
に
出
席
せ
ず
、
先
生
の
顔
を
見
る
の
は
年
に
一
度

の
卒
業
競
技
の
時
だ
け
」

(352
頁
参
照
。）
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

と
お
り
、
や
は
り
欠
勤
が
多
か
っ
た
。
そ
の
間
に
観
山
の
新
館
教
室
は
成
績
が

物
議
を
か
も
す
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
い
る
。
観
山
の
辞
職
は
避
け
難
い
も

の
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

辞
職
と
同
時
に
起
こ
る
の
は
後
任
選
定
の
問
題
で
あ
る
。
正
木
直
彦
の
『
十

三
松
堂
日
記
』
第
一
巻
（
昭
和
四
十
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に
は
そ
の
辺
の
事

情
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

る。

小
堀
鞘
昔
を
推
薦
し
た
る
に
大
臣
も
同
意
の
旨
に
て
交
渉
を
始
む
ヘ

ぎ
や
う
申
渡
さ
る

こ
れ
に
よ
っ
て
観
山
の
辞
職
ほ
岡
倉
と
「
内
談
」
の
上
で
決
定
し
た
こ
と
が

わ
か
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
正
木
校
長
が
寛
畝
と
観
山
の
後
任
に
竹
内
栖

鳳
と
小
堀
鞘
音
を
起
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
特
に
栖
鳳
で

あ
る
が
、
実
際
に
正
木
は
当
時
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
教
諭
で
あ
っ
た
栖
鳳

を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
交
渉
を
重
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
結
局
栖
鳳
は
辞
退
し

た
。
そ
の
間
の
消
息
を
伝
え
る
資
料
に
石
川
光
明
宛
柴
田
源
七
書
簡
二
通
（
明

治
四
十
一
年
八
月
二
日
付
、
同
年
同
月
三
日
付
。
本
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
正
木
直
彦
宛

書
簡
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。）
が
あ
る
。
こ
れ
は
正
木
の
代
理
と
し
て
交
渉
に
あ
た

っ
た
本
校
教
授
石
川
光
明
に
対
し
て
京
都
の
栖
鳳
の
代
理
で
あ
る
柴
田
源
七
が

出
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
次
の
よ
う
な
勧
誘
辞
退
の
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
年
ニ
ヶ
月
間
東
京
美
術
学
校
に
勤
務
す
る
と
し
た
場
合
（
本
校
側
で
こ

の
条
件
を
出
し
た
ら
し
い
）
、
帰
西
中
栖
鳳
の
代
理
を
す
る
助
教
授
が
必
要

だ
が
、
適
任
者
が
無
く
、

一
貫
し
た
教
育
を
行
な
う
上
で
支
障
が
あ
る
。

二
、
東
京
美
術
学
校
の
教
授
法
な
ど
、
詳
細
を
知
ら
ぬ
ま
ま
就
任
す
る
の
は

快
し
と
せ
ず
、
ま
た
、
栖
鳳
自
身
は
東
京
美
術
学
校
の
教
授
法
そ
の
他
に

つ
い
て
抱
負
や
希
望
を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
行
は
困
難
と
思
わ
れ

そ
し
て
、
柴
田
は
、
栖
鳳
は
も
し
も
名
誉
教
授
と
し
て
春
秋
二
回
随
意
に
出

向
い
て
無
報
酬
で
教
え
る
と
い
う
条
件
で
あ
れ
ば
承
諾
す
る
意
向
で
あ
り
、
ま

た
、
一
旦
名
誉
教
授
と
し
て
東
京
美
術
学
校
に
関
係
を
持
た
せ
て
お
け
ば
次
第

に
校
内
の
事
情
に
通
じ
、
学
校
の
面
々
と
も
肝
胆
相
照
ら
す
に
至
っ
て
気
持
に

栖
鳳
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〇
浅
井
忠
霊
伯
追
悼
會

〇
獣
語
會

先
般
物
故
し
た
る
浅
井
忠
氏
の
知
己
門
弟
間
の
組

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
六
巻
第
八
号
）

も
進
展
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
是
非
こ
の
案
を
実
行
せ
よ
と
す
す
め
て
い
る
。

し
か
し
、
当
時
は
本
校
に
名
誉
教
授
の
制
度
は
無
く
、
そ
の
た
め
か
勧
誘
は
失

敗
に
終
っ
た
。

⑦

浅
井
忠
追
悼
会
と
遺
作
展
覧
会

浅
井
忠
は
一
時
本
校
西
洋
画
科
教
授
と
な
り
、
フ
ラ
ソ
ス
留
学
よ
り
帰
国
し

た
明
治
三
十
五
年
以
降
は
京
都
高
等
工
芸
学
校
教
授
に
就
任
し
、
ま
た
、
関
西

美
術
院
長
と
し
て
関
西
洋
画
界
の
指
導
に
あ
た
っ
た
が
、
同
四
十
年
十
二
月
十

六
日
に
死
去
し
た
。
葬
儀
は
南
禅
寺
金
地
院
で
十
九
日
に
行
わ
れ
、
翌
四
十
一

年
三
月
二
十
三
に
日
は
同
所
で
黙
語
会
主
催
の
遺
作
展
が
開
か
れ
た
。
本
校
で

は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
編
集
部
が
同
誌
第
六
巻
第
五
号
に
そ
の
肖

像
写
真
と
追
悼
記
事
を
掲
げ
た
ほ
か
に
、
同
年
五
月
十
日
に
は
同
じ
く
黙
語
会

主
催
の
追
悼
会
と
遺
作
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。

月
報
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。

洋
甕
家
故
浅
井
忠
氏
を
追
悼
し
、
本
邦
美
術
界
に
於
け
る
功
績

を
表
彰
せ
ん
が
為
め
、
氏
の
友
人
巖
谷
小
波
、
和
田
英
作
、
福
地
復
一

、
小

山
正
太
郎
、
塚
本
靖
其
他
諸
氏
の
焚
起
に
て
、
今
回
獣
語
會
な
る
も
の
を
組

織
せ
ら
れ
、
同
氏
の
佃
記
を
編
纂
し
、
逍
作
を
蒐
集
し
て
之
を
刊
行
し
、
紀

念
會
を
開
き
、
紀
念
物
を
建
設
す
る
事
と
為
し
、
尚
五
月
十
日
追
悼
會
を
兼

ね
東
京
美
術
學
校
内
に
て
、
遺
作
展
覧
會
を
開
き
た
り
。

織
せ
る
獣
語
會
に
て
は
、
五
月
十
日
午
後
一
時
東
京
美
術
學
校
内
に
於
て
追

悼
會
を
催
し
た
る
が
、
塚
本
〔
靖
〕
博
士
開
會
の
辟
を
陳
べ

、
西
園
寺
〔
公

望
〕
首
相
、
牧
野
〔
伸
顕
〕
文
相
、
原
〔
敬
〕
内
相
、
大
鳥
〔
圭
介
〕
男
爵

の
弔
辟
代
詔
あ
り
。
次
に
金
子
〔
堅
太
郎
〕
大
博
翌
會
々
長
は
、
明
治
美
術

會
々
頭
と
し
て
始
め
て
浅
井
氏
を
知
り
て
以
来
、
互
に
誘
腋
を
為
し
た
る
事

を
陳
べ

、
後
氏
の
京
都
に
去
る
や
、
同
地
の
美
術
工
藝
界
に
寄
典
す
る
所
多

く
、
四
十
五
年
の
大
博
覧
會
に
は
、
氏
に
到
し
て
期
待
す
る
慮
多
か
り
し

に
、
今
や
其
濫
容
に
接
す
る
事
を
得
ず
、
氏
の
知
己
た
る
と
門
弟
た
る
と
を

〔界
〕

問
は
ず
、
何
れ
も
日
本
の
組
聾
會
の
刷
新
に
努
力
す
る
は
、
帥
ち
故
人
在
天

翠
詈
を
慰
む
る
所
な
り
、
斯
く
の
如
く
し
て
得
た
る
製
作
品
を
大
博
覧
會
に

陳
列
し
て
、
世
界
の
鑑
識
に
訴
へ
、
歌
西
人
よ
り
も
名
盤
を
博
せ
ん
か
、
故

人
必
ず
欣
喜
す
べ
し
と
説
き
、
次
で
花
房
〔
義
質
〕
子
又
一
場
の
弔
辟
演
説

を
為
せ
り
。
引
績
き
て
正
木
〔
直
彦
〕
美
術
學
校
長
は
、
巴
里
に
於
て
故
人

〔「
の
交
友
を
述
ぺ
」
の
欠
落
か
〕

と
相
識
り
て
以
来
、
日
本
箱
蜜
界
に
貢
猷
せ
る
氏
の
功
績
を
賛
し
、

中

澤

〔
岩
太
〕
工
藝
學
校
長
は
、
京
都
時
代
に
就
き
て
、
夫
々
陳
ぶ
る
所
あ
り
、

終
り
に
西
村
新
一
郎
氏
は
門
下
生
を
代
表
し
、
巖
谷
小
波
氏
は
登
起
人
を
代

表
し
て
謝
僻
を
陳
べ

‘
-
―
一
時
半
散
會
せ
り
。
嘗
日
列
席
し
た
る
は
金
子
、
花

房
雨
子
爵
、
塚
本
、
箕
作
（
元
）
〔
元
八
〕
、
中
澤
、
松
井
〔
直
吉
〕
、
和
田

（
維
）
〔
維
四
郎
〕
各
博
士
、
正
木
、
巖
谷
雨
氏
、
其
他
約
四
百
餘
名
な

り
。
叉
二
時
よ
り
は
別
館
に
於
て
逍
作
品
の
展
覧
會
を
催
し
、

一
般
の
観
覧

に
供
し
た
る
が
、
列
品
は
日
本
甕
、
水
彩
甕
、
油
綸
、
箱
葉
書
、
扇
面
、
陶

器
の
意
匠
等
穂
べ
て
二
百
餘
黙
に
上
り
た
り
。
尚
獣
語
會
に
て
は
、
會
員
を

募
集
し
て
三
年
間
を
期
し
、
故
人
の
博
記
を
作
り
、
製
作
品
を
出
版
す
べ
し

と。
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